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大学生を対象とした Cancer Worry Scale 日本語版の作成および信頼性・妥当性の検討 
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The aim of this study was to develop a Japanese version of the Cancer Worry Scale (CWS-J) using 
a university student sample. Results showed that CWS-J had a one factor structure. An internal 
consistency check and test-retest correlation indicated that the scale had sufficient reliability. 
Although part of convergent validity was not sufficiently established, correlations with the Penn State 
Worry Questionnaire, Short Health Anxiety Inventory and Hospital Anxiety and Depression Scale 
were mostly consistent with the hypothesis, which generally supports the discriminatory and 
convergent validity of CWS-J. These results indicated that the scale has the required reliability and 
validity to measure university students’ cancer worry. 
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情動的および認知的反応（Hey, Buckley & 
Ostroff, 2005）とされる。がんに対する心配に
ついては，がん検診の受診意図を促進するとい
う研究（Lerman et al., 1991b）と，検診受診




























評価するものであり（Lerman, Kash, & 
Stefanek, 1991），対象年齢は 16～84 歳と幅広
く，がん既往歴のない者にも使用可能とされて
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再検査信頼性の指標として第 1 回調査と第 2 回
調査の間の級内相関係数（ICC）を算出し，検
討を行う。妥当性については，まず，原版









（仮説 1）。また，概念の類似性により Short 





Anxiety and Depression Scale 日本語版（以下

















                                                   
3)Eveline Bleiker（2017/10/25）Cancer Worry 
Scale に関して e-mail による私信 







第 1 回調査では，大学生 333 名のうち，回答
に不備のある者を除いた 304 名（男性 164 名，
女性 138 名，性別不明 2 名）を分析対象とした。
また，再検査信頼性検討のために行われた第 2 回
調査では，上記対象者のうち第 1 回調査とデー























を使用した。本尺度は 1 因子，16 項目から構成
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CWS-J を 2 度実施することで検証を行った。そ









































中央値 歪度 尖度 
項目 1 1.51 0.68 1.00 1.16 0.84 
項目 2 1.39 0.71 1.00 1.96 0.71 
項目 3 1.17 0.55 1.00 3.58 12.99 
項目 4 1.75 0.76 2.00 0.73 -0.05 
項目 5 1.51 0.67 1.00 1.15 0.91 
項目 6 1.50 0.78 1.00 1.61 2.08 
項目 7 2.04 0.85 2.00 0.34 -0.69 
項目 8 1.56 0.72 1.00 1.17 0.88 
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= .896，AGFI = .821，CFI = .908，RMSEA 
= .139 となり，RMSEA が.10 を上回ってい
た。そのため，各項目の標準誤差間の共分散を
設定し，再度分析を行ったところ，GFI   














の α係数を算出したところ，α = .89 という値が
得られた。また，再検査信頼性の検討のために
求めた第 1 回および第 2 回調査の CWS-J の級
内相関係数は，.84（ICC = .84, p < .001, 95% 

















5. あなたは，自分ががんを患うことについて，どのくらいの頻度で心配していますか .757** .83 
6. あなたにとって，その心配はどのくらい問題ですか .719** .81 
4. あなたは，自分がいつかがんになる可能性について，どのくらい心配していますか .731** .77 
8. あなたは，いつか自分が手術（または再手術）を受けなければならなくなる可能性
について，どの程度心配していますか .649** .73 
2. そのような考えは，あなたの気分に影響を及ぼしましたか .461** .73 
3. そのような考えは，あなたの日常の活動に支障をきたしましたか .611** .66 
1. あなたは，どのくらいの頻度で，自分ががんになる（または再発する）可能性につ
いて考えましたか .609** .65 
7. あなたは，どのくらいの頻度で，自分の家族ががんを患うことを心配していますか .580** .60 
寄与率（%）  58.47 
** p<.01 
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CWS-J と HADS 抑うつ尺度との間には有意な
相関は認められなかった（rs = .098, p = .09）
が，CWS-J と HADS 不安尺度，HADS 全体，
PSWQ，SHAI との間にはそれぞれ有意な正の
相関が認められた（順に，rs = .267, p < .001; rs 
= .224, p < .001; rs = .280, p < .001; rs = .457, p 
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J と PSWQ 日本語版の相関が予測よりも小さな
ものとなり，仮説 1 は一部支持されなかった。 
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